
 

 

  

 

場所 日にち 時間 

島コミュニティセンター 

６月４日(水) 

10:30～11:00 

老蘇コミュニティセンター 11:30～12:00 

フレンドマート安土店 13:30～14:00 

サン・ビレッジ近江八幡 14:30～15:00 

フレンドマート八幡鷹飼店 15:30～16:00 

武佐コミュニティセンター 

６月５日(木) 

9:30～10:00 

馬淵コミュニティセンター 10:30～11:00 

北里コミュニティセンター 11:40～12:10 

金田コミュニティセンター 

６月６日(金) 

9:30～10:00 

桐原コミュニティセンター 10:30～11:00 

岡山コミュニティセンター 11:30～12:00 

 

１５８号 【令和７年６月】 

〔近江八幡図書館〕 

〈電話〉0748-32-4090 〈FAX〉0748-32-4099 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

 

〔安土図書館〕 

〈電話〉0748-46-6479 〈FAX〉0748-46-6591 

開館時間：午前 10時～午後 6時 

ホームページも 

ご利用ください！ 

□…近江八幡館休館 ○…安土館休館 ■…両館休館 

 今月の展示 

 毎日の暮らしの中で見たもの、聞いたこと、感じたこと。そして、考

えたこと。そんな、心に思い浮かぶことが綴られた日記や旅行記、エッ

セイを集めました。 

【かくかくしかじか～想いを綴る～】 

 梅雨でじめじめした季節にフレッシュな気分を。動いて、話して、食

べて、そして読んでスッキリ！様々なジャンルのスッキリを揃えました。 

【○○でスッキリ！】 
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《移動図書館巡回日》 

★休館日…近江八幡館【月・火】安土館【火・水】 
★閉館時間…両館ともに午後６時 

館外サービス充実のため、両館の休館日と近江八幡図書館

の開館時間が変わりました。 



図書館の本棚より 
 

 

 

タイトル 著者 出版社 

環白神の世界 山下 祐介 平凡社 

新・貧乏はお金持ち 橘 玲 プレジデント社 

家族は知らない真夜中の老人

ホーム 
川島 徹 祥伝社 

量子テレポーテーションで人

間は転送できるか？ 
二間瀬 敏史 さくら舎 

こちら、空港医療サンタ― シン ホチョル 原書房 

コンテナ菜園の完全攻略レシピ 淡野 一郎 農山漁村文化協会 

原田マハのポスト印象派物語 原田 マハ 新潮社 

ゆれる日本語、それでもゆるが

ない日本語 
塩田 雄大 世界文化社 

記念日 青山 七恵 集英社 

人よ、花よ、（上・下） 今村 翔吾 朝日新聞出版 

珈琲怪談 恩田 陸 幻冬舎 

交番相談員百目鬼巴 長岡 弘樹 文藝春秋 

美土里倶楽部 村田 喜代子 中央公論新社 

ボニーとクライドにはなれな

いけれど 
アート・テイラー 東京創元社 

普段の何気ない会話で、嫌なことを言われてうまく返せず、モヤ 

モヤした気持ちが残ったという経験はありませんか。本書ではそ 

んな悩みに対して、お笑いのネタ作家である著者が、芸人ならで 

はの「お笑い脳」という考え方で切り返す方法を紹介しています。 

例えば、気が利かないよね、などと言われた場合には「そんなところが

好きなくせに」と切り返すことで、笑いが生まれ気持ちも楽になる、と著

者は言います。他にも様々な返答に困るような会話を取り上げ、それぞれ

にどういう視点で返事をすれば場の空気を壊さず楽しくコミュニケーショ

ンができるかを詳しく教えてくれます。（萩山） 

話して笑ってスッキリする、雑談ライフにいかがですか。 

『お笑い脳 イヤなことをおもろいに変える芸人の思考法』 

芝山 大補／著（KADOKAWA） 

/著（） 

新しく入った本 

新しく入った本の中から、一部を紹介します。 

貸出中の本は、予約していただけます。図書館のカウンター、館内検索機、

電話、FAX、ホームページでお申込みください。 

 

『そんなときは書店にどうぞ』  

瀬尾 まいこ／著（水鈴社） 

この本は、著者が『そして、バトンは渡された』で本屋 

大賞を受賞した後、たくさんの書店に行き、多くの書店員と 

出会い、書店への思いなどを綴ったエッセイです。 

著者は、作家が新刊を出した時などに書店に挨拶に行く「書店まわり」

という出版業界の慣習を知らず、出版社の営業部員に振り回されながら、

各地の書店巡りをすることになります。そこで起こった思いもよらない出

来事など、書店との交流がいきいきと描かれた文章は、著者の「書店が大

好き」という思いが溢れていて、読んでいて、ほっこりとした気持ちにな

ります。また、随所にダジャレや関西弁でのツッコミが差し込まれ、ユー

モアに満ちた親しみやすい著者の人柄も伝わってきます。（荒川） 


